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5月の人口の動き

出生男58女25計61

死亡’＾19’’18’’37

転入・・209・179／／388

転出・・250り02り52

　

世帯数9．471

　

人口45．0】4

男21．709女23．305

市になってことしで10年
施設めぐりなど盛りたくさんの記念行事

　

ことしの7月1日で、大野市が誕生し

てから早くも10周年を迎えることにな

りました。市では、市制施行10周年を

記念して、7月1日から1週間。日専連

北陸大会を含めて多彩な行事を予定し

ています。また日月には、上荒井の市

有林で、市有林50万本達成を記念して

1万本の記念植樹をすることになって

います。

市制施行10周年記念式

とき7月1日午前9時

ところ市役所大会議室

市政展示会

期間7月1日～7日

ところ市役所大会議室

内容目で見る市政10年のあゆみ

　　　　

大野市のおいたち

施設めぐり

　

とき7月2日

　

施設めぐりは一般の方から参加者を

募って、貸切バスで、市制施行後に建

設された各地区のおもな施設や事業を

見ていただき、市政に対する理解を深

めようというものです。

☆おもなコース

　

午前8時30分、市役所前を出発→乾

側地区（工場適地、区画事業）→下庄地

区（農業構造改善事業、衛生処理場）→

阪谷地区（市営苗畑）一）富田地区（公民

館、尚徳中学校）昼食⇒五箇地区（市有

林、公民館、災害地）サ上庄地区（農場

工場適地）4小山地区（東洋サイジン

グ）4大野地区（保育所、駅東区画推理

事業）午後5時市役所前で散会

参加申し込みは6月20日まで

△募集人員150名（男女の別は問いま

　　　　　　

せん）

△申し込み期日6月20日

△申し込み方法希望者は氏名と住所

　

を明記して、市役所総務課へ申し込

　

んでください。なμ、申し込み者多

　

数の場合は先着順で決定します。決

定者には別に通知いたします。

戦没者合同慰霊祭
とき7月2日午前10時

ところ有終南小学校構堂

午前中一慰霊祭

午後一服遺族大会と余興（漫才、浪

山！）

福井県家畜共進会

　　

農機具、生活改善展示会

期間7月2日～5日

ところ駅東（国鉄駅の東側で清滝

　　　　

線とL神明線交差点付近）

出品家畜―乳牛、和牛、豚．鶏

市民記念音楽大会

　

とき7J」4日昼夜2回

　

ところ有終南小学校講堂

　

出演者

（昼の部）市内小中学校、大野高校、

　

大野信用金庫、大野混声合唱団、大

　

野歌う会、広野義夫とクインテット

　

成和中学校（特別出演）

（夜の部）自衛隊、福井大学、大野高校

　

大野信用金庫、大野混声合唱団、大

　

野歌う会、広野義夫とクインテット

農場参観デー（7月3日）

　

市農場では、水稲、園芸などの各種

試験を行なつていますから当日自由に

見学してください。

一日課長デー（7月3日）

　

市民の方に一日課長になっていただ

き、市役所業務内容を知ってもらうも

ので、次ぎの方法で希望者を募ってい

ます。

申し込みは6月20日までに

募集人ほ10名

申し込み方法本人の氏名、住所と希

　

望される課長名を明記して市役所総

務課へ申し出てください。

民謡市中パレード（’7月5日

　

これは北陸各地の専門店会から佐渡

おけさ。越中おわら節など20余点の民

謡が披露されます。

土井利忠公の銅像建つ

　

幕末に大野の文化や産業に功績のあ

つた7代大野藩主土井利忠公の銅像が

　

5日99日、亀山公園の元巽同アンテナ

のあつた広場に建立されました。この

銅像は、清水出身で東京に在住の萩原

貞氏（91歳）の篤志によって建てられ、

工費512万円といわれていますっ

　

銅像は高さ約3．7m（＼丈2尺）のかみ

しも姿で、腰に大刀、手に扇子を持ち

高さ4．2揖の台座の上に安置されまし

た。台座は元明倫館の石垣をつかつて

つくられています。除幕式は市制10周

年記念日の7月1日に行なわれます。

　

土井利忠公は8歳の時に大野藩主と

なり、藩の改革を行ない、文化や産業

発展のため、明倫館や洋学館、病院な

どを建て、文武を広めるー一方。大野丸

を建造して海運を開き北海道、樺太の

開拓yこ力をつくし、各地に商店を開い

て藩の財政建て直しなどに尽くした業

績は偉大なものがあります。公は明治

元年12月3日58歳で病死されました。



市政大野 1964．6．1（2）第120号

住居には番号で表示
2年後には街区名が一新

　

ことしから2ヵ年計画で、市街地の

住訳表示を街区ま方式によって、新らし

く整備することになりました。これは

現／1－：、住所の表示番地がト地の表小番

地と同じで、いろいろ日常牛洒に付1

な点が多く、たとえば、同じ所地の家

が何十いもあったり、同じ111」であり々

がら呼び夕；が幾通りもある場a、また

は普通使われてい々い宇Zであるため

に、

j郵便物がなれたり、誤配されること

　

がある。

か人を訪れる場合になかなか見っから

　

ない。

3救急の場合、現場へ辿く行けない。

こうした不便をなくするためi新らし

く町名および区画を決め、新らしくりモ

川の表示番りを々けて、その叫良を明

確にしようというものです。

　

ことしは、六開通まりを境に北側約1・

G7k・rA（50ぴ6T・坪）を明年4月から新ら

しい旺居表小番り・にtが）阿えられるよ

うべ’㈲を進めています。この什小は山

期的なことでありますので新什ま叫ム

リ、が噸調に実施できますよう、皆さん

のご協りをお噸いします、

整備の方法

こ人ど市が実胞し．ようとする1絹・収バJ‘

よは雨区な式といわれるものです

しごI・路や川、鉄道などの恒川郎こかわ

　

らないものを境にして、市化地を幾

　

つかの町に区画します。

都巾計画の商業地域では、一町の大き

さが3万3丁・～6万6千㎡、住宅地域では

6”）i6T・～＼3IJ2千㎡、工業地域では13

亙2千㎡以上の予定です。

j区叫された町をさらに道路を境いに

　

5ヽ20の南区に分けます。

丿飢）くごとにそれぞれ道路に函つて、

　

旺ま叫に番けをつけます、

リま・1淆小ノ）つけなは、㈲）くごとに甲地

点（川鉄駅か巾役所を戸心）にー・吊近い

地点を什ま§界り・Jぷ準地として、れまわ

りに約15れごりこ濫りをつ：す、それぞ

れの円回の／、川にあたる番けをリイ番

廿としまり｀。

　

実戦後の出丿Å小のになは、人野市

シc⊃町二恥丿廿となります。吊は心区

吊り・、腿は削ヅ番吋になります。

越前田野駅が新設される

　

田野、麻生川・く民の念噸であった越

前田野駅が5M2C・りから営尨を開始し

ましたパパj駅はホームの長さ507？tの

無ノ、駅で県ムムベ凭勺・ド荒昨線山い

の囃側に訴ごされたものです．駅の住

設費は21C白白ご．地・J）Λ付によっ

てまか々われましたニc

　

この日、卵えぷ；1けこ川町駅には目の

り

民約！00ノ、がっめか：ナ、T肝7時2C分だ

勝原行きの・冊刈巾を政迎しました。

ホームては地ま・Lの鳥伎十、南艶子さん

と海田悦子yj1から、y堅実運転丁と

水上忠大引？、こ心小ヒ引1∩のマンジユ

ウか贈られました。

　

このあ2ニ、国鉄の（ごご厨柿回ご

け無料乗巾ミが認められ、う巾学宇はよ

川駅まで、あとは呻以駅まで滝車し、

うれしそうでした。

Cバ（は一爵例巾を畝jJする地／乙の人

　

たら）

一一行政片時相談－－

こんなことは聞いてみよう

仁心＝まiり2肢ごニ（r・続きや、41加否の‰

　

川に’）い口印≒）でいること）

∠にJL．電ロ心話、たぱこ県応乙につ

　

いてのイぶl；j

ご＝道路やll地改良、111民牟金、学院の

　

咄設について不艇ぺこと

　

これらの身近かな行政卜勉にっいて

市では寺ドの小川砿頃氏が行政則駿及

即こなっており、皆さλがたの川肖の

巾し出を気安く誠実に収り扱っていた

だけます。
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農業委員一般選挙

投票日は6月19日

　

6！‘j30日で任期が満rするa業反は

（20名）の一般選yが6川19川こ行なわ

れることに々りました。この選挙は3

つの選十卜に㈹ドご弓々われ、第1選

予区は札野、忙側∧ド庄地区で。定は

6y；⌒第2選卜区はト・に小山地区で定

は7名。第3選卜区は江田、阪谷、／、l簡

地区で定八7おと々つてトます。

選挙日程

△、川｜袖！i予定昂」府会

　

6月5日’ト後！時、巾役叫第3公議宗

　

ぐ川々沸l即山出、l目紙を配6jいたし

　

ます）

△選唯期日の宍小6川9日

△、l／ミ附浦川出締11｝6川14川

△補允、y附晰。；出締切6月16川

△投票日6月19日

　

投票時間T他ま了時から午後6時まで

　

（ただし片甲于、宝吸、’八六川師、

　

／、l簡地区は午後4特まで）

△川票6，Fjl9日

時幻丿午後8時から（予定）

場晰第1選挙区は巾役所大会議室

　　　

第2選乍区はDト小学校

　　　

第3選判）くは富田公民館

農業委員と任務

　

a業剔4会は、一般選挙によって選

ばれた20名、各農協、農業共済組合か

ら拾せ人された理事各1名、市議会の

拵せλによる学識経験嗇3名、計32名

で組織されています。任務は心の農業

振興を強ノJに拾進することで、

／f農地、採17（放牧地、糾炭肺の利用に

　

ついてのあっせん、争議のKなL［：、交

　

換分合の実施

？Q業、農忖の振興計画と実施

：iQ業施策について巾・県・川に対する

　

要望

などきわめて収要なものであります。

したがって川園部市こいわれる当市に

おいては、その似補片の槙薦ならびに

投票については、じゅうぶんな関心を

もって慎重を期していただきたいもの

です。

投票区域およぴ登録人員

　

第1選挙区

1．大野地区606名2．乾側地区701名

3．J－．中野外5区910名4．庄林外5区585名

5．祁T本外4区560名計3．362名

　

第2選挙区

6．小山地区981名7．み山外16区

　　　　　　　　　　　　

1．664名

8．I：、下片生子100名

9．宝哭寺87名10．大西出外4区4％名

1に今井外緊く415名

12．森政領家外4区443名計4．186名

　

ま第3選挙区
13．七杖外口区1．526名

14．木落外2区526名

15．森目外2区399名

16．iK石外10区895名

17．森恥外5区546名

18．南六川師511名19．東、西特原76名

20．下打波52名21．ト打政148名

　

計4．419名

　

市計日．％7名

市民運動の成果大いに上がる

推進期問中の国旗掲揚

　

・hでj：睨り川こは価hま民がこそ・つて

y咋を掲げようと、4月29日から1．昭問

い帽1紀拗運動をくりひろげましたっこ

の期間巾、川りf宇目、山大社ご川f

削の目こ3川の祝出こは、叫並みに口

の化の吟が柑げられ、りり1はし々でし

たr．

　

俗学咬で禎迎期間中の脱山こ川虫掲

揚湖介を行々いましたが、その納’旧よ

次ぎのとおりでした．

CMfv＜IX8．552’’

　　　　　

川獄を娼げた・列悩j）割一々

　

に隅瓦宇目5．652「i66．09’’’’－＾

　

憲法記念川4．626）i54．09％

　

戸にの［15．259’I’61．49＾

○地区別にみた川

　

旗掲揚の成績

　

（ただし、祝口3

　

日間のヽに均）

　

1．阪谷75％

　

2●ド毫70％

　

3．∧川69％

　

4．トiで68％

　

5．小山57％

　

6．／dり57％

　

7．人野53ち

　

S．七仙38y

ト團岫．5拗は、こまう

した、吐勤期間巾だ

けて。’£く、今後乙人’＾＊：i！j民迂勤のひ

とつとして仁く続：りこいむのです、目

OLiC’，’j＼iは瞰るからにすがすがしく、

わたくしたちのこを湾め、また郷し兄

のf，’：；－i！iを庫めます。雨でも4川28日か

らりマ出｛じ二吊目、川雄を掲けIていま

す。

［ま勺や］は大丿ヅベこ掲げ・らねた日の丸）

忿誦a漂

植林地に肥料を与えよう

　

流通柚林地に肥料をりえると伐採期

が10年から15！｜：り・められます、当巾の

場合、杉はだいたい植林してから5年

までの幼分間に肥料を与えるのが最も

介ぶ的といわれます、肥料のりえ方や

方よは次のとおりですr、

。し’．’iロ氷｀け；々休肥料1り・（成寸、令素15

　

リけ8、燐酸8）または叫回目肥料101

　

り

二をだの時間4り～びまj（8月以後にここ

　

るとブノ、㈲言のむそわがあります

ニブヰy）ら’よjJ）卜から人休90印町

　

良の地人iヶjU’・’ヽ｀｜゛一円まjll・。1；。こ・：うまき、

　

まにはごさ5～15ほら穴を奮ってま胞

　

す
∴リどの；1ビA’：けこ甲は1本ヽ”iO33

　

タ（ひとにぎり）r，M’y、2年り土はI一乍

　

岫こ2割1ま；ダば

　

10α肖たりのを凹ぺ（300μの場介）

　

り｜’困賎1年一川K9同2乍一14K9

　　

川3n－－－17K5・同4年－204

　

ただしご糾はμ叩茫料目jの場介

汪llii’i什吸l～2年の場介は限や伎の恨

　

‘）に合をぶ」べて、技の先端より内訓

　

へは絶村に施肥し々いこと。

でllが乾いている時は、削の近くまで

　

施肥しないこと。

3パラまきの場介はなるだけ小巾の時

　

に施す。
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国体誘致にそなえ
運営を強化

大野市体育協会

　

大野市体育協会では、このほど役員

改選を行ない、こんごの運営方針につ

いて協議の結果、国体誘致の動きを機

会に、地区体協、中体連、高校、青年

団、婦人会、職域などを含めて広く市

民に呼びかけ、体育協会の趣旨と運営

方針に対して、次ぎの点で理解と協力

を求めることになりました。

①財政面の確立、従来は市からの補助

　

と有志の寄付によってまかなってき

　

ましたが、さらに賛助会費と各個人

　

による会費をもって当てる。

②機関紙を発行して各地区や各団体の

　

活動を知らせ、相互の理解と親善を

　

図る。

③スポーツ教室、技術の導入、審判員

　

などの資格取得に力を入れる。

なお市に対しては、スポーツ施設と場

所を手軽に一般市民に提供し、また技

術の導入や優秀選手育成のために、各

種目の強化費増額を要望することにな

りました。

　

新役員は次ぎのとおりです。

○会長栃木広嗣

○副会長松田甲。正津正之助、桑森

　

邦夫、佐藤清、板橋研司

○実行委員長荒矢定治

○実行委員野村岩夫、久津見心一、

　

高僑一男、阿古与作、山川武雄、松

　

田謙則、山本竜馬、大田実、奥島良

　

蔵、田中孝雄、石黒忠憲、田中義一

〇理事安川金弥、林達也、南豊、富

　

田一、清水一郎、谷藤松、砂子貞吉

　

久保孝三、滝波浚二郎、玉村正弥、

　

金井真吾、石田秀康、広瀬勲、高橋

　

諭、高井善弘、松田理一、米村粂雄

　

安川一成、山内政雄、泉きみ、大久

　

保幾子

〇監事安土義雄、桑野和夫、安川善

　

七郎

桑森さんら国体相撲に出場

　

6月6日から新潟県で行われる国体

相撲一般の部に大野市から監督桑森邦

夫、選手岩淵利夫、安川祐城、前田喜

栄、松田惣一（第1予備選手）、青年の

部中矢日出夫の各氏が県代表として出

場することになりました。

六呂師公園を清掃

　

飛び石連休期間中に汚された六呂師

高原をきれいにしようと、5月8日六呂

師小学校の全児童65人が清掃奉仕に汗

を流しました。

　

この期間中に訪れた約1：万人の観光

客で、丸山付近一帯のっっじ園は、紙

くずやあきカンがちらばり、落着いて

っっじを楽しむ場所もない有様でした

が、この勤労奉仕によって公園は見違

えるほど美しくなりました。

　

ちなみに「つつじどろぼう」は近年

少くなってきたようですが、いまだに

跡を断だないことは残念で

なりません。公徳心の養成

が強く叫ばれているのもも

っともなことです。みんな

のための公園になるよう祈

ってやみません。

　

（写真は清掃巾の六呂師小

学校の児童たち）

予防接種の日程

○小児マヒ生ワクチンの投与

6月10日阪谷、乾側公民館

　　

11日五箇、小山公民館

　　

12日下庄公民館

　　

16日上庄公民館

　　

17日富田公民館

　　

18日有終西小学校

　

時刻は午後1時から2時まで

△対象者昭和38年3月1日から昭和39

　

年2月29日までの出生者全員

　

昭和36年12月1日～昭和38年2月28日

　

までの出生者で3月中に2回しの投与

　

を受けていない者

△手数料市民税の所得割を収めてい

　

る保護者は60円、その他は無料

〇日本脳炎
6月17日阪谷g・19日下庄

　

”23日小山

　

4・24日7月2日zz9日大野

△場所はいずれも公民館

△時刻は午後1時から2時まで

△対象者学校入学前の幼児

△手数料1［11140円

○腸パラチフス

6月19日中保、庄昧

　　

23日六呂師、松丸、木ノ本

　　

24日宝慶寺、富田公民館

　　

25日上庄、下庄

　　

26日吉、五条方

　　

30日阪谷、蕨生

△場所は小学校か分校△時刻は午後

　

1時から2時まで△対象者4歳から

　

60歳までの全員△手数料IO円

風見鶏
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し
に
青
葉
山
ほ
と

と
ぎ
す
初
か
つ
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季

節
の
推
移
は
驚
く
ば
か

り
の
急
テ
ン
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で
巡
る

が
、
都
会
で
は
季
節
の

感
覚
は
年
ご
と
に
減
退
し
て
い
く
。
真
冬
で

も
菊
や
カ
ー
ネ
シ
ョ
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が

出
ま
わ
る
。
食
用
で
は
な
い
が
、
温
室
育
ち

の
ゼ
ン
マ
イ
が
花
屋
の
店
頭
に
見
え
る
と
大

野
に
い
て
も
し
が
ま
わ
る
。
▼
か
と
言
っ
て

や
お
屋
の
店
か
ら
二
、
三
本
の
麦
の
穂
を
買

っ
て
、
土
を
踏
ま
な
い
子
供
に
も
見
せ
故
郷

の
土
の
匂
い
を
そ
れ
に
託
し
て
、
僅
に
郷
愁

を
慰
め
る
ア
パ
ー
ト
の
人
た
ち
も
あ
る
。
▼

夏
の
装
い
が
急
に
た
立
つ
こ
の
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
大
野
の
山
奥
で
は
（
北
美
濃
地
震
で

全
滅
し
た
小
池
あ
た
り
）
六
月
の
節
句
に
山

桜
が
咲
き
、
ま
た
藤
の
花
が
打
波
川
の
ケ
イ

（
渓
）
流
の
が
け
（
崖
）
に
群
れ
咲
い
て
い
る
。

そ
の
下
で
は
カ
ジ
カ
（
河
鹿
）
が
き
し
り
鳴
き

そ
し
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
哀
声
を
谷
々
に
残
し

て
は
消
え
る
。
山
ウ
ド
が
手
ご
ろ
に
伸
び
、

す
す
竹
の
子
が
カ
レ
ン
（
可
憐
）
な
頭
を
山
土

か
ら
の
ぞ
か
せ
る
。
家
の
横
の
カ
ケ
ヒ
を
伝

う
山
清
水
の
落
ち
る
所
に
は
、
必
ら
ず
と
い

っ
て
い
い
ゼ
ン
マ
イ
や
、
ウ
ド
や
、
山
フ
キ

が
浸
し
て
あ
る
。
節
句
に
は
村
じ
ゆ
う
の
老

若
男
女
が
一
堂
に
会
し
て
、
地
酒
を
く
ん
で

の
宴
が
夜
ま
で
続
い
た
あ
の
情
景
は
、
今
は

求
め
て
も
永
久
に
帰
ら
な
い
。
▼
田
の
ク
ロ

（
畔
）
に
伸
び
た
草
の
中
に
花
っ
む
幼
な
子
の

ヒ
ト
ミ
に
は
季
節
の
感
覚
は
は
っ
き
り
と
光

っ
て
い
る
。
梅
雨
も
ま
た
季
節
を
告
げ
る
天

の
恵
み
で
あ
る
。
あ
じ
さ
い
も
七
色
に
咲
き

青
梅
も
実
る
か
ら
だ
。
季
節
の
中
に
心
も
か

ら
だ
も
健
康
で
生
き
た
い
。
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